
１．基本事項

川崎市国際交流センター 評価対象年度

・事業者名　公益財団法人川崎市国際交流協会・株式会社
　　　　　　　　東急コミュニティー共同事業体
・代表者名　公益財団法人川崎市国際交流協会
　　　　　　　　理事長　寺尾宇一
・住所　　　　川崎市中原区祗園町２－２

評価者

　平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 平成２３年度

事業者名 国際施策調整室長

指定期間 総務局国際施策調整室

利用実績

１　施設利用状況
(1)　年間開館日数　　　３４５日
(2)  来館者数　　　　　　１９９,６２９人（２２年度：１９３,２２０人、２１年度：１８６,３９４人）　＊前年比　６,４０９人/３.３％増
(3)　施設利用状況　　　全体稼働率　５３.７％（前年比　２．２ﾎﾟｲﾝﾄ増）
　　　・ホール　６８５件（６６％）　・レセプションルーム　６２１件（６０％）　・レクリエーションルーム　９６１件（９２.６％）
       ・交流サロン　８５８件（８２．９％）　・会議室[１～７]　４,６０３件（６３.５％）　料理室　２０９件（２０．２％）
　　　・茶室　２５４件（２４．５％）　・特別会議室　６７件（６．５％）　・特別応接室　７９件（７．６％）
　　※稼働率は、利用件数÷各施設ごとの総利用件数１０３５（３４５日×３区分[午前・午後・夜間] )で算出
(4) 　図書室利用者数　　１２,４５８人（２２年度：１２,８３７人、２１年度：１０,９８０人）　　＊前年比　３７９人/２．９％減
(5) 　図書資料閲覧件数　① 図書等 ２,９７９件（前年比 ４２９件/１６.８％増）
　　　　　　　　　　　　　　　  ② ビデオ・CD・DVD ４２５件（前年比 １２件/２.９％増）
２　講座等参加状況
(1) 　日本語講座（６コース）　２７２人
(2) 　国際理解講座（日本語、英語、中国語各３回）　３３９人
(3) 　国際文化理解講座（１回）　２３０人
(4) 　日本語スピーチコンテスト（１回）　１８０人
(5) 　国際文化交流会（２回）　３１２人

３　外国人相談事業
(1) 国際交流センター　 １,９０１件
(2) 川崎区役所　　　　　      １０件
(3) 麻生区役所　　　　　  　    ９件

収支実績

１　収入
(1) 予算額　１９３,０１２,０００円
　　　　　　　　・指定管理料１６９,０８０,０００円　・センター利用料金収入１８,８６２,０００円　・事業収入３,０７５,０００円
　　　　　　　　・その他収入１,９９５,０００円
(2) 決算額　１９３,９６８,２４１円
                   ・指定管理料１６９,６６７,６５８円　・センター利用料金収入１８,７２１,５１０円　・事業収入３,８０３,３６０円
　　　　　　　　・その他収入１,７７５,７１３円
２　支出
(1) 予算額　１９３,０１２,０００円
　　 　　　　　・情報収集提供事業１,６５０,０００円　・広報出版事業１,５１７,０００円　・研修事業３,６２７,０００円
　　 　　　　　・国際交流促進事業１,２４１,０００円　・外国人窓口相談事業８６３,０００円　・事業人件費２１,４５１,０００円
                 ・センター管理運営事業１６２,６６３,０００円
(2) 決算額　１９３,８９８,３４０円
　　 　　　　　・情報収集提供事業１,３３５,７１２円　・広報出版事業１,４５１,３９８円　・研修事業３,４０３,１７５円
　　 　　　　　・国際交流促進事業１,２３６,８９３円　・外国人窓口相談事業７１６,２２０円　・事業人件費２２,４８６,５１２円
                 ・センター管理運営事業１６３,２６８,４３０円

３　当期収支差額　　　　　　 ６９,９０１円
４　前期収支差額　　　　５,７０４,８３９円
５　次期繰越収支差額　５,７７４,７４０円

サービス向上の取組

（当初の計画にないサービス向上取組）
・ 環境配慮と節電対策のため、施設の一部照明をＬＥＤ照明に変更した。
・ 収支差額を計画外の施設補修や備品の大量更新、新規設備の設置に充てるなどサービスの向上に活用し、市民
 に還元した。

着眼点

利用者満足度

利用者満足度調査を適切に実施しているか

10 3 6利用者満足度は向上しているか

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反映しているか

事業成果

事業実施による成果の測定が適切に行われているか

10 4 8
当初の事業目的を達成することができたか
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（評価の理由）
１　施設利用者アンケート
　　施設の使いやすさ、スタッフの対応、行事に関する希望・要望について利用者アンケートを実施した（回答数４０２）。
・　ロビーの使いやすさは、「よい」が５０.2%、「ふつう」が３８.6%。「悪い」は４.5%で、理由は使いやすい机や椅子の設置を要望している。
・　トイレの使いやすさは、「良い」が５５.７%、「ふつう」が３４.8%。「悪い」は３.5%で、理由はウォシュレットやおむつ交換台の未設置、水の流れが悪い、
　トイレの設置場所、構造上の問題などがあげられている。
・　図書･資料室の使いやすさは、「良い」が２６.1%、「ふつう」が３1.６%。「悪い」は３.2%で、理由は貸出しが出来ない、パソコンのネット接続が出来ない、
　本が少ないことがあげられている。「使用したことがないのでわからない」という回答が多数あった。
・　ロビーの清潔感は、「良い」が４９.5%、「ふつう」が２８.4%。「悪い」は１.5%で、理由は椅子が汚い、ごみが落ちていたがあげられている。
・　トイレの清潔感は、「良い」が５３%、「ふつう」が２４.1%。「悪い」は０.5%で、理由は水洗なのに臭いがあげられている。
・　図書･資料室の清潔感は、「良い」が２８.6%、「ふつう」が２０.4%、「悪い」は０.2%。「使用したことがないのでわからない」という回答が多数あった。
・　センターで働く人の対応については、「とてもよい」が３１%、「よい」が４６％、「ふつう」が２０%。「悪い」は３%で、理由は対応が業務的すぎる、笑顔で
　対応するとよい、時間に厳しいなどがあげられている。
・　行事に関しては、既に実施している内容を含めて、語学、国際理解講座、ワークショップ、料理教室・イベント、音楽会、民族舞踊、震災を含めた
　街づくり、などの企画の要望があった。
２　講座アンケート
・　日本語による国際理解講座の満足度：　第１回 ８３.9% 　第２回 ８８%   第３回 ８９.3%
・　英語による国際理解講座の満足度　 ：　第１回 ４１.7%   第２回 ８０%   第３回 ８４.2%
・　中国語による国際理解講座の満足度：　第１回 ７８.6%   第２回 ５０%   第３回 ６１.9%
・　国際文化交流会の満足度　　　 　　  ：　 第１回 ９６.8%   第２回 ８０.6%
・　国際文化理解講座の満足度　　　　  ：  第１回 ６３.4%   第２回 ８９.2%
・　国際交流促進講座の満足度　　　　　：　１回実施 ９５.8%
・　外国語による国際理解講座では、学習テーマや参加者の語学力の水準が満足度に影響している。
３　満足度向上のための具体的な取組
・　サービス向上委員会や川崎市国際交流センター活用推進検討委員会で対応を協議し、椅子入換え、館内ＬＡＮ配線、トイレ改修や内装補修
　などに取組んだ。
４　調査結果の活用
・　日本語講座では毎回アンケートを実施し、参加者意見・ニーズを講師・職員ミーティングで共有・検討し、次回の講座の改善に努めている。
・　語学以外の全講座・事業においてもアンケートを実施し、企画・実施方法の改善を図っている。
５　事業成果
・　施設利用や各事業についてアンケートを実施し、改善できる要望について迅速に検討・改善しており、当初の事業目的を達成している。
６　課題
　利用者アンケートの内容や、実施回数、回収数の増加等、利用者のニーズをより的確に把握するための必要な改善を行い、有効な利用者
　アンケートとすること。
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効率的・効果的な
支出

計画に基づく適正な支出が行われているか

10 4 8支出に見合う効果は得られているか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

収入の確保

計画通りの収入が得られているか

10 5 10
収入増加のための具体的な取組が為されているか

適切な金銭管理・
会計手続

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか

5 3 3
事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

（評価の理由）
１　収入について
・  施設認知度向上の取組や集客性のある事業を企画することにより安定した収入を確保している。
・　東日本大震災の影響（キャンセル等）や計画外のホール吊り天井補修工事によるホール貸出し停止期間（十日間）分の利用料減により、利用料金
   収入の目標額に対する達成割合は９９．３％だったが、逸失利益相当額の指定管理料増額を行ったため、ほぼ目標額を達成した。
・　事業収入、その他収入の合計額は、目標額の１１０％だった。
・　広報活動の充実や集客力のある事業の実施、情報・談話ロビーの市民利用の促進などによりセンターの認知度向上を図り、施設利用、講座参加
　につなげるよう努めている。
２　支出について
・　支出については、収支計画に基づき適切に執行し、サービス向上を確保しながら経費を縮減した。。
・  施設の一部照明をＬＥＤ照明に変更したほか節電対策を行い、光熱水費を前年より2,200千円縮減した。
・  会計事務所の指導を受け、適切な金銭管理、会計手続きを行っている。
３　課題
・　支出項目をより一層明確にし、適正な執行に努めること。

適切なサービス
の提供

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

10 4 8サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

業務改善による
サービス向上

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因究明に必要な取組
が為されているか

10 4 8
業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と実施が行われてい
るか

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか

利用者の意見・
要望への対応

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為されているか

10 3 6意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めることができたか）

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

（評価の理由）
・　指定管理者に対するヒアリングや事業報告書により、市民に適切なサービスが提供されていることを確認した。
・　サービス向上委員会（指定管理者、川崎市国際交流協会、ホテル業者）を毎月開催し、利用者の利便性向上のための情報・意見交換を行った。
・　利用者アンケートやセンター活用推進検討委員会での改善意見を施設管理やサービスに反映させた。具体例としては、ウォシュレットやおむつ
　交換台の設置、老朽化した椅子の入換えや壁クロス補修などを迅速に行った。
・　語学講座では、終了後に毎回アンケートを行い、その結果を講師間で共有し、次回の講座内容に反映させている。
・　外国人相談窓口にＩｐａｄ（アイパッド）を導入し、相談者への説明時間の短縮と説明内容の理解度の向上を図った。
・　一部の稼働率の低い施設については、目標を設定する等、稼働率の向上に向けた取組を進めること。



適正な人員配置

連絡・連携体制

再委託管理

担当者のスキル
アップ

3 5 3

コンプライアンス

職員の労働条
件・労働環境

環境負荷の軽減 3 4 2.4

施設・設備の保
守管理

管理記録の整
備・保管

清掃業務

警備業務

外構・植栽管理

備品管理

４．総合評価

77 評価ランク

組
織
管
理
体
制

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されているか

3 4 2.4定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適切な監視・
確認が為されているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行われ、スタッフのスキル
として浸透しているか

安全・安心への
取組

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となってい
るか（人員配置、マニュアル、訓練等）

3 3 1.8
緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体制を構築
し、定期的に情報交換等を行っているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体制
が整備され、適切な運用が為されているか

3 4 2.4
スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備されて
いるか

環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

（評価の理由）
・　人員配置については当初の計画どおり配置され、適切に管理運営が行われた。
・　所管課との打合せを随時行うとともに連絡調整を密に行い、十分な連携のもとに事業を実施した。
・　職員・講師ミーティングや内部研修、外部研修への派遣などにより必要な情報の共有、業務知識の習得、スキルアップに努めた。
・　事故、災害等への対応マニュアルを整備し、発生時の連絡体制、関係機関との連携についての取組を定めている。
・　個人情報保護、その他の法令を遵守し、適正な管理・運営体制がなされている。
・　川崎市契約条例を遵守し、労働者（下請け業者を含む）の適正な作業報酬を確保するなど、適切な労働条件・労働環境を整備している。
・　施設利用や各事業についてアンケートを実施し、サービス向上委員会（指定管理者、川崎市国際交流協会、ホテル運営会社の三者による）や
　川崎市国際交流センター活用推進検討委員会で対応を協議し、改善できる要望については迅速に検討・改善している。

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切に
実施しているか

10 4 8

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を維
持しているか

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役立っ
ているか

外構の植栽を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われている
か

（評価の理由）
・　施設や設備の老朽化が進んでいるが、保守点検・整備を適切に実施し、良好な管理を行った。
・　各種記録類は適切に整備・保管されている。
・　清掃、警備、外溝植栽管理についても指定管理者が再委託者を監督し、市民が安心・快適に利用できるよう良好に実施された。
・　設備備品について、リストを更新し、適正に管理した。

評価点合計 C

注）　・評価点は１００点満点

　　　・評価段階は５段階により行い、５は配点の100％、４は配点の80％、３は配点の60％、２は配点の40％、１は配点の20％を評価点とする。

　　  ・評価ランクは評価点合計による

　　　　 Ａ：９０点以上 （特に優れている）　　Ｂ：８０点以上９０点未満 （優れている）　　Ｃ：６０点以上８０点未満 （適正である）

　　　　 Ｄ：４０点以上６０点未満 （改善が必要である）　　Ｅ：４０点未満 （問題があり適切な措置を講じる必要がある）



５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等
・　協定を順守し、施設・設備の適正な維持管理を実施するとともに、指定管理者（共同事業体）として予算の適正な執行・経費縮減に努め、
　市民サービスの向上のための創意工夫を更に重ねること。
・　情報提供・広報事業を一層充実させ、市民による国際交流の拠点施設であることの認知度を高め、施設利用者及び事業参加者数の増加を
  図り、安定した収入の確保に努めること。
・　夏期の節電対策の実施においては、来館者の健康確保に留意すること。
・　市民ニーズや社会情勢の把握、セルフモニタリングの強化に努め、常に事業内容の検討を行い、必要な見直しを行うこと。
・　多言語に対応する体制や情報、ノウハウ、ネットワークなどの強みを活かして効果的な情報発信を行い、外国人市民の安全確保と生活支援
　に必要な事業を実施すること。
・　広報手段や情報提供手段を更に充実させ、市民・民間交流団体等の交流・ネットワーク活動を支援すること。
・　市民やＮＰＯなどの団体が国際交流の主体となるような施設運営管理を図ること。
・　災害時における外国人市民支援については、引き続き必要な体制・対応を検討し準備をすること。
・　「川崎市国際交流センター活用推進委員会」において顧客満足度やニーズの把握、要望・苦情などの収集とそれらへの対応について十分
　に検討するために、必要に応じて分科会を設置するなどして開催回数を増やし、事業や施設の運営管理に迅速・適正に反映させること。

　市民による主体的な国際交流と国際友好親善を増進する拠点施設として、条例、規則、仕様書等に定められた施設管理・運営、事業運営が
適正になされている。
　広報の改善や情報・談話ロビーの市民利用の促進などの取り組みにより一日平均の来館者数が増加（約５８０人、前年比１０人増）し、稼働率
向上による利用料金収入の増加が続き、安定した管理運営が行われている。
　広報紙の配布先の見直しやホームページのきめ細かな更新によるアクセス数の増加などにより、施設に対する市民の認知が進んでいる。
　日本語講座や国際理解講座など、国際交流拠点として必要な事業を市民のニーズに合わせて効果的に実施しており、市民の国際交流意識
の向上と実践に寄与している。
　施設・設備の維持・補修についても迅速・適正に対応し、老朽化した備品類を大量に更新するなど、施設の長命化に積極的に協力している。
　災害時における外国人市民支援のために、多言語防災ブログの立上げに向けた準備（掲載内容の検討・試行）や防災訓練の内容を見直す
など、新たな取組を行っている。
　経費縮減による収支差額を施設の補修や備品更新に充てるなど市民に還元する形で有効に執行した。
　全体的に安定した施設管理運営を行い、国際交流の推進を図るとともに、運営上の問題解消に積極的に取り組み、利用者サービスの向上に
努めていることから、適正な指定管理業務を実施したと評価する。


